
PB 93

KUBOTA REPORT 2021 KUBOTA REPORT 2021

GOVERNANCESOCIETYENVIRONMENTHIGHLIGHT 2021 GOVERNANCESOCIETYENVIRONMENTHIGHLIGHT 2021 ENVIRONMENT

環境データ

バリューチェーンの環境負荷の全体像 

ɹΫϘλάϧʔϓのࠃ֎ʹお͚Δଟ༷ͳࣄ業׆ಈʹとͳ͏2020の環境ෛՙの全ମ૾をまとΊました。ࡐݪྉௐୡ͔Β、ྲྀ ௨、

ൢച、ফඅ、ഇغϦαΠΫϧまͰのόϦϡʔνΣʔϯ全ମʹお͚Δ環境ෛՙの全ମ૾をଌఆ͢Δ͜とʹΑΓ、ԹࣨޮՌΨεのݯࢿ、ݮの༗ޮ

ར༻ʹ׆༻して͍ま͢。

όϦϡʔνΣʔϯの環境ෛՙのશମ ʢ૾2020࣮ʣ

ओཁࡐݪ料
ηϝϯτ
৽યʢしΜͤΜʣ
ଳ ʢ߯おͼ͜͏ʣ

2.8 ઍt
6.4 ઍt

100 ઍt

ओཁϦαΠΫϧݪ料

༰ثแ

યʢͤ͜Μʣނ
ενʔϧεΫϥοϓ

༰ثแࡐ *1,2,3

ΤωϧΪʔ
Խੴ೩ྉ
ೖిྗߪ
ଠཅޫൃి
ʢ࠶ੜՄΤωϧΪʔར༻ *3

69.2 ઍt
172 ઍt

879 t

4,400 TJ
708,209 MWh

5,683 MWh
0.8%ʣ

TJ: 1012J, MWh: 103kWh

水ݯࢿ
357 ສm3

79 ສm3

ਫࢢ
Լਫ

Խֶ࣭

PRTR๏ର࣭औѻྔ *2,3

Խֶ ʢ࣭VOCʣऔѻ ʢྔւ֎ʣ*4

4,276 t
234 t

ΤωϧΪʔ

ΤωϧΪʔ

༌ૹ࣌ΤωϧΪʔྔ *3,5

࣌༺ΤωϧΪʔྔ*3

2,841 TJ

300,618 TJ

ԹࣨޮՌΨε
είʔϓ3 ΧςΰϦʔ1*3,6 232.2 ສt-CO2

େؾ

ഉ水 水Ҭ༺ڞެ

ԹࣨޮՌΨεείʔϓ1, 2
ɹ͏ちΤωϧΪʔݯى
ɹɹ্هҎ֎
PRTR๏ର࣭ *2,3

ɹ͏ちVOC*2,4

VOCʢւ֎ʣ*4

SOx*7

NOx
͍͡Μ

ഉਫྔ
COD*2

ૉ *2

ΓΜ*2

PRTR๏ର࣭ *2,3

ഉਫྔ
PRTR๏ର࣭ *2,3

57.0 ສt-CO2

56.4 ສt-CO2

0.6 ສt-CO2

403 t
400 t
141 t
6.6 t

49.7 t
12.2 t

301 ສm3

5.8 t
5.8 t
0.3 t

0.4 kg

136 ສm3

0.4 kg

Լ水ಓ

ഇغ
ഇغഉग़ྔ
ɹ͏ちࣾ֎ݯࢿ࠶Խྔ
ɹ͏ちࣾ֎ຒཱྔ

100 ઍt
66 ઍt
11 ઍt

ԹࣨޮՌΨε
είʔϓ3 ΧςΰϦʔ9*3,5,6

ԹࣨޮՌΨε
είʔϓ3 ΧςΰϦʔ11*3,6

19.9 ສt-CO2

2,059.0 ສt-CO2

ͦのଞ
ഉग़ྔغઃഇݐ *2,3 41 ઍt

I/16T 06T16Tࣄ業׆ಈのバリューνΣーン

ௐୡࡐࢿ・ྉࡐݪ

鋳鉄管
ビニルパイプ

4,095 t
280 t

ൢ・༺ ചࡁのճऩ

製品༻

流・༌ૹ

開発、ੜ࢈、販売など

社内再生・再利用量*2,3

水リサイクル量
（水リサイクルの割合 1.8 %）

40.1 千t

78 千m3

社での࠶ੜ・࠶ར༻

*1 ༰ثแʹΔผऩूٴͼ࠶Խのଅ進ʹؔ͢Δ๏のରʹͳΔแࡐ
σʔλࠃ 2*
*3 ୈऀࡾ保ূର֎
*4  VOCʢੑൃش༗ػԽ߹ʣは、ΫϘλάϧʔϓͰのഉग़ྔʹΊΔׂ߹͕େ͖͍ΩγϨϯ、τϧΤϯ、Τνϧϕϯθϯ、ενϨϯ、1,2,4-τϦϝνϧϕϯθϯ、1,3,5-τϦϝνϧ
ϕϯθϯの6࣭をରとして͍ま͢。

͔Βւ֎のҰ෦のધഫ༌ૹʹؔ͢Δσʔλࠃσʔλとࠃ 5*
*6 ԹࣨޮՌΨεείʔϓ3は、Ұ෦のΧςΰϦʔのΈࡌهして͍ま͢。ৄ はʮόϦϡʔνΣʔϯを௨͡たCO2ഉग़ࡉ ʢྔP55ʣʯをࢀরして͍ͩ͘͞。
*7 2020のSOxഉग़ྔは、Ұ෦のࠃڌʹお͍て、ʢ202012݄31࣌ʣͰෑʹ保して͍ΔεϥάʹؚまΕて͍Δེԫをྀߟした߹、3.0tとͳΓま͢。

。রして͍ͩ͘͞ࢀ४ʢP98ʣʯをجఆࢉඪࢦఆํ๏はʮ環境ύϑΥʔϚϯεࢉඪのࢦ֤
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主要な環境指標の推移 

ΤωϧΪʔ

環境指標 単位 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
所
内

エネルギー使用量*1 TJ 11,295 11,602 12,234 12,075 11,362

化石燃料 TJ 4,434 4,399 4,687 4,641 4,400

うち天然ガス*2 TJ 2,056 2,267 2,501 2,561 2,450

購入電力 MWh 698,370 732,508 767,255 756,013 708,209

自家消費用
発電

コージェネレーション*2 MWh 1,977 416 1,805 2,274 2,398

太陽光発電 MWh 1,732 1,855 2,412 2,604 5,683

輸送時エネルギー量*2,3 TJ 606 643 2,741 2,629 2,841

CO2ഉग़ྔ

環境指標 単位 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

温
室
効
果
ガ
ス

スコープ1,2 万t-CO2 64.7 64.5 64.7 63.0 57.0

うち海外 万t-CO2 17.2 19.7 20.4 20.3 17.6

エネルギー起源 万t-CO2 63.9 63.8 64.0 62.3 56.4

上記以外 万t-CO2 0.8 0.8 0.7 0.7 0.6

スコープ3 カテゴリー9（販売した製品の輸送）*2,4,5,6 万t-CO2 4.2 4.4 19.2 18.4 19.9

ࡐࢿ・ݯࢿ

環境指標 単位 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

主要
原材料

セメント 千t 6.8 4.4 4.9 3.4 2.8

新銑（しんせん） 千t 6.7 7.2 9.7 8.8 6.4

帯鋼（おびこう） 千t 106 132 121 112 100

主要
リサイクル
原料

故銑（こせん） 千t 58.6 64.0 71.8 74.2 69.2

スチールスクラップ 千t 224 182 193 183 172

容器包装 容器包装材（国内）*2,7 t － 988 922 973 879

ഇغ

環境指標 単位 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

廃
棄
物
・
そ
の
他

廃棄物排出量*8 千t 115 113 118 113 100

うち海外 千t 48 47 56 44 36

有害・非有害
廃棄物

有害廃棄物 千t － 6.0 5.3 5.5 6.1

非有害廃棄物*9 千t － 107 113 108 94

処理区分別
社外再資源化量 千t 85 88 92 79 66

社外埋立量 千t 11 10 10 12 11

建設廃棄物等排出量（国内）*2 千t 54 46 41 41 41

*1 ैདྷはΤωϧΪʔ૯ফඅྔʹ༌ૹ࣌ΤωϧΪʔ ʢྔࠃʣをؚΊて͍ました͕、2017ΑΓ、աʹٴしてؚΊͳ͍ํ๏ʹมߋしました。
*2 ୈऀࡾ保ূର֎
*3 2018ΑΓࠃσʔλʹՃ͑、ࠃ͔Βւ֎のҰ෦のધഫ༌ૹʹとͳ͏ΤωϧΪʔྔをؚΜͰ͍ま͢。
*4 ԹࣨޮՌΨε είʔϓ3は、Ұ෦のΈࡌهして͍ま͢。ৄ はʮόϦϡʔνΣʔϯを௨͡たCO2ഉग़ࡉ ʢྔP55ʣʯをࢀরして͍ͩ͘͞。
*5 2018ΑΓࠃσʔλʹՃ͑、ࠃ͔Βւ֎のҰ෦のધഫ༌ૹʹとͳ͏CO2ഉग़ྔをؚΜͰ͍ま͢。
*6 ਫ਼্のたΊ、2018のをमਖ਼して͍ま͢。
*7 ༰ثแʹΔผऩूٴͼ࠶Խのଅ進ʹؔ͢Δ๏のରʹͳΔแࡐ
*8  2020ΑΓ、Ұ෦ւ֎ڌ͕ഉਫྔʹ্ܭして͍たચড়ޙのਫを、ચড়ఔの࣮ଶをྀߟして、ഇغʢݯࢿ࠶ԽྔɾྔݮԽྔʣʹ しました。աߋΔ͜とʹม্͢ܭ
ʹٴしてमਖ਼して͍ま͢。͋ わͤてਫ਼্のたΊ、2019のをमਖ਼して͍ま͢。

*9 ඇ༗ഇغʹഇغഉग़ྔʔ༗ഇغ

。রして͍ͩ͘͞ࢀ४ʢP98ʣʯをجఆࢉඪࢦఆํ๏はʮ環境ύϑΥʔϚϯεࢉඪのࢦ֤
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水ݯࢿ

環境指標 単位 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

水
資
源

水使用量 万m³ 486 451 488 459 436

うち海外 万m³ 120 107 110 111 99

市水*1 万m³ 399 360 389 372 357

地下水 万m³ 87 91 99 87 79

水ܥഉग़

環境指標 単位 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

排
水 

公
共
用
水
域

排水量 万m³ 371 326 362 326 301

COD（国内）*2 t 10.1 7.7 8.6 7.6 5.8

窒素排出量（国内）*2 t 9.2 9.1 6.9 6.2 5.8

りん排出量（国内）*2 t 0.36 0.27 0.38 0.30 0.30

PRTR法対象物質排出量（国内）*3 kg 0 0.8 0.9 0.6 0.4

下
水
道

排水量*4 万m³ 153 142 150 151 136

PRTR法対象物質移動量（国内）*3 kg  22 17 0.1 0.2 0.4

Խֶ࣭

環境指標 単位 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度
化
学
物
質

PRTR法対象物質取扱量（国内）*3,5 t 4,871 4,488 5,339 4,918 4,276

化学物質（VOC）取扱量（海外）*5,6 t 350 318 323 227 234

େؾഉग़

環境指標 単位 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

大
気

PRTR法対象物質排出量（国内） *3,5 t 458 451 454 449 403

VOC排出量*5,6 t 698 663 619 575 541

うち海外*5,6 t 243 215 168 130 141

SOx排出量 t 31.5 17.5 9.4*7 3.7*7 6.6*7

NOx排出量 t 94.2 68.8 49.5 47.3 49.7

ばいじん排出量 t 26.5 21.9 9.8 10.8 12.2

*1 ্ਫおΑͼ業༻ਫをؚΈま͢。
*2 ૯ྔ੍نରڌ͔Βの૯ഉग़ྔͰ͢。
*3 ୈऀࡾ保ূର֎
*4  2020ΑΓ、Ұ෦ւ֎ڌ͕ഉਫྔʹ্ܭして͍たચড়ޙのਫを、ચড়ఔの࣮ଶをྀߟして、ഇغʢݯࢿ࠶ԽྔɾྔݮԽྔʣʹ  。しましたߋΔ͜とʹม্͢ܭ
աʹٴしてमਖ਼して͍ま͢。

*5  ਫ਼্のたΊ、2016͔Β2019のをमਖ਼して͍ま͢。
*6  VOCʢੑൃش༗ػԽ߹ʣは、ΫϘλάϧʔϓͰのഉग़ྔʹΊΔׂ߹͕େ͖͍ΩγϨϯ、τϧΤϯ、Τνϧϕϯθϯ、ενϨϯ、1,2,4-τϦϝνϧϕϯθϯ、 

1,3,5-τϦϝνϧϕϯθϯの6࣭をରとして͍ま͢。
*7 Ұ෦のࠃڌのෑʹ保して͍ΔεϥάʹؚまΕΔེԫをྀߟしたSOxഉग़ྔは、20187.3t、20195.2t、20203.0tとͳΓま͢。

。রして͍ͩ͘͞ࢀ४ʢP98ʣʯをجఆࢉඪࢦఆํ๏はʮ環境ύϑΥʔϚϯεࢉඪのࢦ֤
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PRTR法対象物質集計結果

2020PRTR๏ର࣭ू݁ܭՌʢࠃʣ

政令
No.

物質名称
排出量 移動量

大気 公共用水域 土壌 自社埋立 下水道 場外移動

1 亜鉛の水溶性化合物 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 690

51 2 - エチルヘキサン酸 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

53 エチルベンゼン 123,270 0.0 0.0 0.0 0.0 24,089

71 塩化第二鉄 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

80 キシレン 170,524 0.0 0.0 0.0 0.0 32,955

87 クロム及び三価クロム化合物 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4,661

132 コバルト及びその化合物 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.4

239 有機スズ化合物 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 13

240 スチレン 20,032 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

277 トリエチルアミン 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

296 1,2,4 -トリメチルベンゼン 17,584 0.0 0.0 0.0 0.0 6,322

297 1,3,5 -トリメチルベンゼン 2,726 0.0 0.0 0.0 0.0 1,034

300 トルエン 66,296 0.0 0.0 0.0 0.0 14,308

302 ナフタレン 2,484 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

305 鉛化合物 55 0.40 0.0 0.0 0.40 5,875

308 ニッケル 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0 492

349 フェノール 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

352 フタル酸ジアリル 98 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

354 フタル酸ジ -ノルマル -ブチル 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 195

392 ノルマル -ヘキサン 17 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

400 ベンゼン 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

405 ほう素化合物 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1,253

412 マンガン及びその化合物 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 54,036

448 メチレンビス（4,1 -フェニレン）＝ジイソシアネート 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

453 モリブテン及びその化合物 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

合計 403,095 0.40 0.0 0.0 0.40 145,925

͝とのؒऔѻྔ1tʢಛఆୈ1छは0.5tʣҎ্の࣭ڌରɿܭू
୯Ґɿkg/ʢμΠΦΩγϯはmg-TEQ/ʣ

 環境保全தظඪ2020ʹお͍てݮରとして͍ΔVOC6࣭

。রして͍ͩ͘͞ࢀ४ʢP98ʣʯをجఆࢉඪࢦఆํ๏はʮ環境ύϑΥʔϚϯεࢉඪのࢦ֤
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環境会計

ɹ環境保全のたΊʹ͡たίετと、環境保全ޮՌޮࡁܦՌをࢉग़ɾ͢ূݕΔʮ環境ձܭʯʹ औΓΜͰ͍ま͢。

環境อશίετ

分類 主な取り組み内容
2019年度 2020年度

投資額 費用額 投資額 費用額

事業エリア内コスト 867 2,821 1,104 2,710

地域環境保全コスト 大気・水質・土壌・騒音・振動など防止のためのコスト 180 436 249 446

地球環境保全コスト 地球温暖化防止などのためのコスト 656 1,009 846 977

資源循環コスト 廃棄物の削減・減量・リサイクル化のためのコスト 31 1,376 9 1,287

上・下流コスト 製品の回収・再商品化のためのコスト 0 37 0 115

管理活動コスト 環境管理人件費、ISO整備・運用、環境情報発信コスト 18 1,613 0 1,590

研究開発コスト 製品環境負荷低減・環境保全装置などの研究開発コスト 576 7,497 2,466 8,286

社会活動コスト 地域清掃活動、環境関係団体加盟費用・寄付など 0 1 0 0.5

環境損傷対応コスト 拠出金・賦課金など 0 224 0 88

合　計 1,461 12,193 3,570 12,789

当該期間の設備投資額（土地含む）の総額（連結データ）   87,200

当該期間の研究開発費の総額 55,300

環境อશޮՌ

効果の内容 項目 2019年度 2020年度

事業活動に投入する
資源に関する効果

エネルギー使用量（TJ） 7,615 7,302

水使用量（万m³） 348 337

事業活動から排出する
環境負荷および
廃棄物に関する効果

CO2排出量［エネルギー起源CO2］（万t-CO2） 42.7 38.9

SOx排出量（t） 3.1 5.6

NOx排出量（t） 42.9 43.1

ばいじん排出量（t） 2.7 4.1

PRTR法対象物質排出量・移動量（t） 586 549

廃棄物排出量（千t） 69.2 64.5

廃棄物社外埋立量（千t） 1.9 1.7

Ռ ʢ୯Ґɿඦສԁʣޮࡁܦ

分類 内容 年間効果
2020年12月期

省エネルギー対策 生産設備の運用改善や照明・空調機器の高効率化など 770

ゼロ・エミッション化対策
産業廃棄物減量化、再資源化など 826

有価物の売却 865

合　計 2,461

ʻ環境ձܭのूํܭ๏ʼ
1ʣ ؒظは20201݄1͔Β202012݄31まͰͰ͢。
2ʣ 環境ձܭのूൣܭғはࠃڌͰ͢。
3ʣ 環境省ʮ環境ձܭΨΠυϥΠϯʢ2005൛ʣʯをܭूʹߟࢀして͍ま͢。
4ʣ අ༻ֹʹはݮՁঈ٫අをؚΜͰ͍ま͢。
。して͍ま্͢ܭを࢈ࢿし、1998Ҏ߱ʹऔಘしたࢉܭ४ͰجとಉҰのܭձࡒՁঈ٫අはࣾのݮ
ཧ׆ಈίετɾڀݚ։ൃίετʹはਓ݅අをؚΜͰ͍ま͢。
。ॲཧίετをؚΜͰ͍まͤΜغઃഇݐʹお͚Δݱࢪ॥環ίετʹはݯࢿ
。して͍ま͢ࢉܭ༩͢Δ෦を҈ʹΑΓدʹ։ൃίετは、環境ڀݚ

5ʣ ޮࡁܦՌはूܭՄͳののΈを্ܭし、ਪఆʹݟͮ͘جͳしޮՌは্ܭして͍まͤΜ。

ʢ୯Ґɿඦສԁʣ
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環境パフォーマンス指標算定基準

ɹΫϘλάϧʔϓは、άϩʔόϧͰ環境保全׆ಈを࣮ફ͢ΔたΊ、ࣄ業ॴʹお͚ΔΤωϧΪʔ༻ྔഇغのൃੜྔɾഉग़ྔ、ਫ༻ྔ、

VOCഉग़ྔͳͲʹؔ͢Δ環境σʔλをʮΫϘλ環境ใཧγεςϜʢKEDESʣʯを༻͍てऩूして͍ま͢。

ɹʮKEDESʯはࠃɾւ֎のࣄ業ॴʹお͚Δ環境σʔλをҰׅཧ͢ΔγεςϜͰ、֤ ࣗ、業ॴͰはຖ݄の࣮σʔλをొしࣄ 業ॴͰのࣄ

ඪཧʹཱてておΓ、環境ཧ෦Ͱはొ͞Εたσʔλをूܭɾੳし、ࣾ ֎のใࠂͳͲʹ׆༻して͍ま͢。環境σʔλは、ѲରͰ

͋ΔࣜגձࣾΫϘλおΑͼ͢てʢ100%ʣの࿈݁ࢠձࣾをΧόʔして͍ま͢。

国内・海外の事業所 環境管理部

ɾσʔλೖྗ
ɾඪཧ

ɾσʔλऩूɾूܭ
ɾࣾ֎のใࠂ
ɾಧग़ʗESGௐࠪのճ

ΫϘλ環境ใ
ཧγεςϜ
ʢKEDESʣ

環境σʔλのରؒظ・ର৫

年度

対象期間 対象組織（会社数）

国内データ 海外データ
クボタ・連結子会社 *2 持分法

適用会社 *3国内 海外 合計

2016 2016年1月～2016年12月 2016年1月～2016年12月*1 48 125 173 12

2017 2017年1月～2017年12月 2017年1月～2017年12月 49 125 174 9

2018 2018年1月～2018年12月 2018年1月～2018年12月 49 124 173 8

2019 2019年1月～2019年12月 2019年1月～2019年12月 49 126 175 8

2020 2020年1月～2020年12月 2020年1月～2020年12月 44 128 172 8

*1  2016は、ւ֎の࿈݁ࢠձࣾの͏ち、20167݄ʹ࿈݁ࢠձࣾとͳͬたGreat Plains Manufacturing, Inc.ʢGPࣾʣʹ ͍ͭては、環境σʔλのରؒظを6ϱ݄ ʢؒ2016
7݄ʙ201612݄ʣとし、ओཁੜڌ࢈/4ڌʢGPࣾάϧʔϓの2016ച্ߴの80ˋをΧόʔʣおΑͼओཁඇੜڌ࢈/4ڌʢGPࣾάϧʔϓඇੜڌ࢈の2015
ै業һの90ˋをΧόʔʣҎ֎のσʔλはਪܭして͍ま͢。ͳお、Խֶ ʢ࣭VOCʣऔѻྔおΑͼVOCഉग़ྔのσʔλはࢉఆର͔Βআ͍て͍ま͢。
2017Ҏ߱は、GPࣾάϧʔϓ全ڌʹ͍ͭて、࣮ をूܭして͍ま͢。

*2 ࿈݁ࢠձࣾのΧόʔは֤と100ˋͰ͢。
*3 Ұ෦の࣋๏ద༻ձࣾをର৫ʹؚΊて͍ま͢。

環境マネジメントシステム認証取得状況

 ΫϘλάϧʔϓͰは、͢ てのੜڌ࢈をରʹISO14001またはಉの環境ن ʢ֨EMASʣのೝূをऔಘ͢Δ͜とをنఆして͍ま͢。

 2020ࡏݱ、άϩʔόϧのऔಘঢ়گは56ڌの͏ち42ڌʢऔಘ75ˋʣとͳΓま͢。ࠃੜڌ࢈Ͱは、23ڌ͢てʢऔಘ100%ʣ

͕ISO14001のೝূをऔಘして͍ま͢。また、ւ֎ੜڌ࢈Ͱは、33ڌの͏ち19ڌʢऔಘ58%ʣ͕ ISO14001ͳͲの環境Ϛωδϝϯτγ

εςϜのೝূをऔಘして͍ま͢。ޙࠓܧଓしてೝূ֦େを進Ίて͍͖ま͢。

「環境マネジメントシステム認証取得状況」の詳細はこちらから
www.kubota.co.jp/sustainability/environment/ems/
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ΤωϧΪʔ・CO2ؔ࿈

指標（単位） 算定方法

エネルギー使用量（J）
・エネルギー使用量＝拠点で使用した購入電力量×単位発熱量 + Σ｛拠点で使用した各燃料使用量×各燃料
の単位発熱量｝
・単位発熱量は「エネルギー使用の合理化に関する法律施行規則」による  

CO2排出量（t-CO2）

・CO2排出量＝エネルギー起源CO2排出量＋非エネルギー起源温室効果ガス排出量
・エネルギー起源CO2排出量＝拠点で使用した購入電力量×CO2排出係数+Σ｛拠点で使用した各燃料使用
量×各燃料の単位発熱量×各燃料のCO2排出係数｝
・非エネルギー起源温室効果ガス排出量＝非エネルギー起源CO2排出量+CO2以外の温室効果ガス排出量
・単位発熱量は「エネルギー使用の合理化に関する法律施行規則」による
・CO2排出係数

［2014年度］
＜燃料＞
「温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル」（環境省・経済産業省）による

＜電力＞
国内は電気事業者ごとの基礎排出係数、海外は「GHG emissions from purchased electricity」（GHG 
Protocol）による

［2016～2020年度］
＜燃料＞
「温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル」（環境省・経済産業省）による

＜電力＞
・国内は電気事業者ごとの実排出係数による 
・ 海外は電気事業者ごとの実排出係数、「CO2 Emissions from Fuel Combustion」（IEA）または
「EMISSION FACTORS 2020」（IEA）および「The Emissions & Generation Resource Integrated 
Database （eGRID）」（EPA）による

・非エネルギー起源温室効果ガスの算定方法は「温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル」（環境省・経済
産業省）による

貨物輸送量（トンキロ） ・貨物輸送量＝∑｛輸送重量（t）×輸送距離（km）｝
・貨物輸送量は国内物流における製品およびクボタの産業廃棄物の輸送量

輸送時エネルギー量（J）

・輸送時エネルギー量＝Σ｛トラック輸送の各貨物輸送量×燃料使用原単位×単位発熱量｝+Σ｛鉄道・船舶の
各貨物輸送量×エネルギー使用原単位｝
・算定方法は「省エネ法対応 荷主の省エネ推進のてびき（第6版）」（経済産業省 資源エネルギー庁）による
・2018年度より国内データに加え、国内から海外への一部製品の船舶輸送にともなうエネルギー量を含む

物流CO2排出量（t-CO2）
・物流CO2排出量＝Σ｛トラック輸送の輸送燃料×輸送燃料別CO2排出原単位｝+Σ｛トラック輸送以外の貨物
輸送量×輸送機関別CO2排出原単位｝
・算定方法は「温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル」（環境省・経済産業省）の「トンキロ法」による

製品使用時エネルギー量（J）

・製品使用時エネルギー量＝Σ｛製品の出荷台数×時間当たり燃料消費量×年間使用時間×耐用年数×各燃料
の単位発熱量｝
・製品：農業機械（トラクタ、田植機、コンバイン）、乗用芝刈機、ユーティリティビークル、建設機械（ミニバック
ホー等）
・製品ごとに時間当たり燃料消費量、年間使用時間、耐用年数を想定して算出
・単位発熱量は「温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル」（環境省・経済産業省）による 

再生可能エネルギー利用率（％） ・再生可能エネルギー利用率（％）＝太陽光発電量÷（太陽光発電量＋購入電力量）
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ΤωϧΪʔ・CO2ؔ࿈

指標（単位） 算定方法

スコープ3排出量（t-CO2）
・算定方法は「サプライチェーンを通じた温室効果ガス排出量算定に関する基本ガイドライン」（環境省・経済
産業省）および「サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出量等の算定のための排出原単位データ
ベース（Ver3.0）」による    

購入した製品・サービス
の資源採取、製造、輸送

・Σ｛製品の生産量×CO2排出原単位｝
・製品：農業機械（トラクタ、田植機、コンバイン）、建設機械（ミニバックホー等）、ダクタイル鉄管
・生産量：農業機械、建設機械は出荷台数、ダクタイル鉄管は生産重量
・CO2排出原単位：製品の単位生産量当たりのCO2排出量推計値 

購入した設備などの資本
財の製造、輸送 ・設備投資額×CO2排出原単位  

購入した燃料・エネル
ギーの資源採取、製造、
輸送

・拠点で使用した購入電力量および各燃料使用量×CO2排出原単位
・CO2排出原単位は、LCIデータベース IDEA version 2.3（国立研究開発法人 産業技術総合研究所 安全科学
研究部門 社会とLCA 研究グループ 一般社団法人 産業環境管理協会）による

拠点から排出した廃棄物
の処理 ・Σ｛廃棄物の種類別排出量×CO2排出原単位｝  

従業員の出張

・Σ｛移動手段別交通費支給額×CO2排出原単位｝
・移動手段別交通費支給額は、航空機および鉄道による移動分
・海外の一部子会社については、欧米、アジア、中国の各国・地域の主要子会社の売上高に占める移動手段別交
通費の割合に、上記各国・地域に立地する子会社の売上高を乗じて推計 

雇用者の通勤

・Σ｛移動手段別交通費支給額×CO2排出原単位｝
・移動手段別交通費支給額は、鉄道および自動車による移動分
・2019年度より国内データに加え、海外子会社のCO2排出量を含む。海外子会社については、主要子会社の
従業員数に占める移動手段別交通費の割合に、各子会社の従業員数を乗じて一部を推計

販売した製品の輸送

・算定方法は物流CO2排出量と同様
・2018年度より国内データに加え、国内から海外への一部製品の船舶輸送にともなうCO2排出量を含む。
対象製品は農業機械（トラクタ、田植機、コンバイン）、乗用芝刈機、ユーティリティビークル、建設機械（ミ 
ニバックホー等）、エンジン
・算定対象にはクボタの廃棄物輸送にともなうCO2排出量を含む

中間製品の加工
・Σ｛中間製品の出荷台数×CO2排出原単位｝
・中間製品：エンジン（外販分のみ）
・CO2排出原単位：2016～2020年度のクボタグループの加工工場における1台当たりのCO2排出量

販売した製品の使用

・Σ｛製品の出荷台数×CO2排出原単位｝
・製品：農業機械（トラクタ、田植機、コンバイン）、乗用芝刈機、ユーティリティビークル、建設機械（ミニバック
ホー等）
・CO2排出原単位＝時間当たり燃料消費量×年間使用時間×耐用年数×各燃料の単位発熱量×各燃料のCO2

排出係数（製品ごとに時間当たり燃料消費量、年間使用時間、耐用年数を想定して算出）
・単位発熱量は「温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル」（環境省・経済産業省）による

販売した製品の廃棄時の
処理

・Σ｛製品の出荷台数×CO2排出原単位｝
・製品：農業機械（トラクタ、田植機、コンバイン）、建設機械（ミニバックホー等）
・CO2排出原単位：製品1台当たりのCO2排出量推計値
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ഇغؔ࿈

指標（単位） 算定方法

社内再生・再利用量（t） ・クボタグループ各事業所内でリユース、もしくはリサイクルした資源の量、ならびにクボタグループ内事業所
間でリユース、もしくはリサイクルのために融通した資源の量

廃棄物等排出量（t） ・廃棄物等排出量＝有価物売却量＋廃棄物排出量

有価物売却量（t） ・クボタグループ内で発生した不要物のうち、クボタグループ外に売却した不要物の量

廃棄物排出量（t） ・廃棄物排出量＝産業廃棄物排出量＋事業系一般廃棄物排出量

有害廃棄物（t） ・国内は廃棄物の処理及び清掃に関する法律の特別管理産業廃棄物、海外は各国の定義による分類

再資源化量（t）
減量化量（t） 
埋立量（t）

・再資源化量＝直接再資源化量＋社外中間処理後の再資源化量
・減量化量＝社外中間処理量－社外中間処理後の再資源化量－社外中間処理後の最終埋立量
・埋立量＝直接埋立量＋社外中間処理後の最終埋立量
・社外中間処理後の再資源化量には熱回収を含む
・社外中間処理後の再資源化量、最終埋立量、減量化量は委託先での調査結果に基づき算定

再資源化率（％） ・再資源化率＝（有価物売却量＋社外再資源化量）÷（有価物売却量＋社外再資源化量＋埋立量）×100
・社外再資源化量には熱回収を含む

建設廃棄物等排出量（t）

・建設廃棄物等排出量＝建設廃棄物排出量＋建設工事にともなって発生した有価物売却量
・国内の建設工事を対象
・建設廃棄物排出量には特定建設資材以外の建設廃棄物を含む
・有価物売却量はクボタグループが有価物業者と直接契約しているものが対象

建設廃棄物等
再資源化・縮減率（％） 再資源化・縮減率＝｛有価物売却量＋再資源化量（熱回収含む）＋縮減量｝÷建設廃棄物等排出量×100

水ؔ࿈

指標（単位） 算定方法

水使用量（m³） ・水使用量＝市水使用量＋地下水使用量
・市水には上水および工業用水を含む

排水量（m³） ・排水量＝公共用水域への排水量＋下水道への排水量
・排水量には、一部の事業所の雨水および湧水を含む

水リサイクル量（m³） ・自社の排水処理設備で浄化し、再使用した水量を合計（冷却水の循環使用量を除く）

水リサイクルの割合（%） ・水リサイクルの割合＝水リサイクル量÷（水使用量＋水リサイクル量）×100

COD（t）
窒素排出量（t）
りん排出量（t） 

・COD＝単位排水量当たりCOD×公共用水域への排水量
・窒素排出量＝窒素濃度×公共用水域への排水量
・りん排出量＝りん濃度×公共用水域への排水量
・総量規制が適用される国内拠点を対象
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Խֶ࣭ؔ࿈

指標（単位） 算定方法

PRTR法対象物質取扱量（t）
・「特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律」（以下PRTR法）に規定さ
れる第1種指定化学物質のうち、拠点での年間取扱量が1t以上（特定第1種は0.5t以上）のものを対象とし、
国内拠点（PRTR法届出対象拠点）におけるそれら物質の取扱量を合計

PRTR法対象物質
排出量・移動量（t）

・PRTR法に規定される第1種指定化学物質のうち、拠点での年間取扱量が1t以上（特定第1種は0.5t以上）
のものを対象とし、国内拠点（PRTR法届出対象拠点）におけるそれら物質の排出量および移動量を合計
・排出量＝大気への排出量＋公共用水域への排出量＋土壌への排出量＋拠点内埋立量
・移動量＝下水道への移動量＋廃棄物としての拠点外移動量
・物質ごとの排出量・移動量の算定方法は「PRTR排出量等算出マニュアル第4.2版 2018年3月」（経済産業
省・環境省）、「鉄鋼業におけるPRTR排出量等算出マニュアル（第13版 2014年3月）」（日本鉄鋼連盟）による

化学物質（VOC）取扱量（t） ・キシレン、トルエン、エチルベンゼン、スチレン、1,2,4-トリメチルベンゼン、1,3,5-トリメチルベンゼンの6物
質のうち、拠点での年間取扱量が1t以上のものを対象とし、海外拠点におけるそれら物質の取扱量を合計

VOC排出量（t） ・キシレン、トルエン、エチルベンゼン、スチレン、1,2,4-トリメチルベンゼン、1,3,5-トリメチルベンゼンの6物
質のうち、拠点での年間取扱量が1t以上のものを対象とし、各拠点におけるそれら物質の排出量を合計 

SOx排出量（t）
NOx排出量（t）
ばいじん排出量（t） 

・SOx排出量＝燃料使用量×燃料中の硫黄含有率×（1-脱硫効率）×64÷32
または、SOx排出量＝｛（コークス使用量×コークス中の硫黄含有率）－（溶湯の量×溶湯の硫黄含有率）－
（スラグ･ダスト類の量×スラグ･ダスト類の硫黄含有率）｝×64÷32
または、SOx排出量＝SOx濃度×時間当たり排出ガス量×施設の年間稼働時間
・NOx排出量＝NOx濃度×時間当たり排出ガス量×施設の年間稼働時間
・ばいじん排出量＝ばいじん濃度×時間当たり排出ガス量×施設の年間稼働時間
・国内は大気汚染防止法に規定されるばい煙発生施設、海外は所在地の法規制において測定義務の適用を
受ける施設を対象

ؔ࿈

指標（単位） 算定方法

エコプロダクツ認定製品
売上高比率（％）

・エコプロダクツ認定製品売上高比率＝エコプロダクツの売上高÷製品の売上高（工事、サービス、ソフト、 
部品・付属品を除く）×100  

リサイクル素材使用率（％）

・リサイクル素材使用率＝Σ｛各生産拠点の対象製品生産量×各生産拠点のリサイクル素材使用率｝÷対象製品
の総生産量
・各生産拠点のリサイクル素材使用率＝各生産拠点の溶解工程におけるリサイクル素材投入量÷各生産拠点の
素材総投入量×100
・対象製品：クボタグループで製造する鋳物製品・部品（ダクタイル鉄管、異形管、機械鋳物（エンジンのクラン
クケース等））
・リサイクル素材投入量および素材総投入量には、鋳物製品・部品の構成素材にならない副資材は含めない
・リサイクル素材投入量には、同一事業所内の製造工程で発生した加工不適合品や端材などの再利用量を
含めない
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